
















































































































































活動分野 実数 比率 実数 比率 実数 比率
まちづくり 5 4.1% 2 2.7% 7 3.6% 
海外協力・外国人支援 13 10.7% 8 10.7% 21 10.7% 
環境・暮らし 14 11.6% 5 6.7% 19 9.7% 
子育て・教育・青少年 7 5.8% 9 12.0% 16 8.2% 
女性 2 1.7% 2 2.7% 4 2.0% 
心とからだの健康 3 ・ 2.5% 2 2.7% 5 2.6% 
人権・平和 '2 1.7% 。0.0% 2 1.0% 
生涯学・支習え 6 5.0% 1.3% 7 3.6% 福祉 合い 64 52.9% 40 53.3% 104 53.1% 
文化・スポーツ 3 2.5% 5 6.7九 8 4.1% 
労働 2 1.7% 1.3% 3 1.5% 
量 121 100.0% 75 100.0% 196 100.0犯
「福祉・支え合し＇Jに分類される活動団体が圧倒的な多数を占めていることがわかる．




















































































































































































































































































































































































































































































































ぐるうぷ “あざみ野”設立のきっかけは 1990年から 1991年にかけて，あざみ野中
学校区（あざみ野1丁目から 4丁目）に住んでいたPTAのつながりや友達同士であっ





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(http://www.rhq.gr. jp/, 2003.6.30) 
横浜市青葉国際交流ラウンジ， 2003，「横浜市青葉国際交流ラウンジJ


















































































































































































































2000 （平成 12）年2月の第2期終了と同時に，第 1期（1996～1998）及び第2期（1998








































































たチャリティ ・イベントへの参加が挙げられている.2002 （平成 14）年10月5日には，
国際理解教育講師育成を目的とした「KFV 国際芸術団Jを創団し，歌や踊りを通した
文化交流の基盤作りを一歩進めていた．











































(http://www. city. kawasaki. jp/25/25zinken/home/gailくoku/foreign.htm, 
2003.5.11) 
川崎市市民局国際室， 1993，『川崎市外国籍市民意識実態調査』川崎市．
KFV （川崎外国人市民ボランティア）， 2000～2002，『KFVニュースレター』 No.1～No. 
6. 
KFV （川崎外国人市民ボランティア）， 2003，「KFVホームページJ





































































































年度総数 川崎 幸 中原 品i季 宮前 多摩 醇亙
1992 3219 518 272 257 436 508 772 453 
93 3160 525 288 240 401 526 764 416 
94 3659 560 335 288 473 654 887 462 
95 4167 658 386 316 524 793 993 497 
96 4431 679 403 332 589 832 1046 550 
97 4727 714 403 389 626 912 118 569 
98 4946 688 406 471 638 963 1215 565 
99 5617 729 435 590 767 1083 1390 623 
2000 5698 700 444 619 771 1142 1355 667 
2001 5992 688 462 653 813 1193 1465 718 
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































永尾演雄 ・加藤芳朗， 1987，「住民の主体形成と市民意識」島崎稔 ・安原茂編『重化
学工業都市の構造分析』東京大学出版会
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I-6-2. 住民自治のまちづくりセンター こむて21 
高木竜輔
































































































































































































このような形で「こむて 21Jを中心として，川崎市におけるまちづくり ・開発 ・環
境に関する問題に各種団体と協力して取り組んでいる．










































永尾演雄・加藤芳朗， 1987，「住民の主体形成と市民意識J島崎稔 ・安原茂編 『重化
学工業都市の構造分析』東京大学出版会
93 
m 市民活動団体調査の知見と考察
玉野和志
以上，ひとつひとつ紹介してきた市民活動は，それぞれの特殊な事情と個性的な努
力によって生み出されたものであるから，いずれも安易な一般化を許すものではない．
にもかかわらず，それらを個々に並べてみた場合に，そのいくつかに共通する要素や
背景が思い当たることも事実である．そのような知見がどの程度の範囲であてはまる
かについての厳密な検証は，より体系的な調査研究を待つほかないが，そのような研
究を準備する意味でも，とりあえずの整理を行ってみることが有益であろう．またそ
のような意味でのとりあえずの整理で、あっても，ひょっとして市民活動に従事する当
事者にとっては，他の活動の中に自らの活動のヒントを見出したり，教訓を導き出す
うえで，何らかの益があるかもしれない．
以下，いくつかの点について今回の調査研究によって見出された知見を列記してい
くことで，とりあえずのまとめとしておきたい．
地域的状況との対応
まず，当然といえば当然のことであるが，ほとんどの団体の活動が地域の問題や地
域住民の性格と関連しているという事実が指摘できる．とりわけ地域の問題への対処
を目的とし，特定の地域での活動にこだ、わっている団体において，その傾向は顕著で
あった．たとえば，高齢者介護に関する市民活動はいずれもこの地域の高齢化と「呼
び寄せ老人Jの増加という地域問題の顕在化を意識したもので、あった．そのような状
況の中で高齢者同土の関係をとりもつ活動や，具体的な介護サービスの提供，さらに
は高齢者の介護を抱えた家族へのサポート，施設や制度利用に関する情報提供などの
さまざまな市民活動が工夫されていた．他方，公害や乱開発などの地域的な被害に対
する住民運動はもとより，危険物質が知らない聞にこの地域を通過しているという事
実や，小児ぜんそくが多いとしづ地域の状況がある種の環境問題へと取り組みを促し
ているという事例も見られた．
また，必ずしも特定地域に限定される問題ではないので，全国的な組織形態をとっ
ている活動であっても，それがこの地域にとりあえずの活動の拠点をおいていること
には，やはりそれなりの地域的状況が関連しているという場合も見られた．たとえば，
神奈川県が交通事故の多い地域であることが，脳外傷とし、う障害の存在を広く知らせ
るための活動を盛んにさせたり，獣医師会に協力的な傾向があったために，捨て猫防
止の全国的な拠点になりえたりという点である．さらに，必ずしもこの地域に外国人
居住者が多いわけではないのに国際交流や外国人支援のボランティア活動が盛んなこ
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とも，国際貿易港に近接してきたことや工業地帯ゆえに古くから多様な人口を受け入
れ，在日韓国 ・朝鮮人の集住地や難民受け入れ施設を抱えてきたという地域的状況が
関連していると考えられるだろう．
地域的状況との対応とは，このように I地域に存在する様々な問題Jとの関連で，
その解決を目的とした市民の活動が展開するという意味がひとつは想定できる．ただ
し問題があるからといって必ずしも市民の活動が展開するわけではない．そこには
何らかの理由からその解決に向けて自ら立ち上がろうという市民が存在し，かっその
市民が利用できる資源や特別に動機づけられる理由がなければならない．むしろこの
地域の特徴はこちらの側面での地域的特徴にある．たとえば，今回お会いしてお話し
をうかがうことのできた団体のリーダーの方々の特徴として，広告関係やマスコミ関
係などでの仕事の経験を持つ人や，家族の仕事の関係で全国を転勤していたとか，海
外での生活経験があるという方が何人か見受けられた．おそらくこれは東京近郊の比
較的条件のよい住宅地に住んでいる人にある程度共通する傾向であろう．このような
生活経験や仕事上の経験が，さまざまな市民活動を生み出すうえで何らかの資源にな
っていることは十分に推測できることである．今回は対象にすることができなかった
が，この地域周辺にはミニコミなどの出版物を発行する市民活動が非常にさかんであ
るし，今回の対象団体の中でも独自の取材にもとづき，活字メディアを生み出すこと
で全国的な注目を集めている団体が見られた．他にインターネットなどの新しいメデ
ィアを活用する活動や，最近の法制度改正にもとづいて活動を展開していこうとする
団体も存在していた．国際交流において日本語を教えようというボランティアが無理
なく確保できる点にもそのような背景が感じられる．つまり 市民活動の担い手とな
るこの地域の住民の社会経済的な基盤というものが，活発な活動を生み出す条件にな
っていたり，活動そのものの形態を左右する要因になっているということである．
このように論じると，ともすれば生活に余裕のある，能力ある人々が多く居住する
地域ゆえに市民活動がさかんなのだと思われるかもしれない．事実，そのように解釈
する議論はこれまでも多く見られた．しかしy それらに従事する多くの人々が女性で
あることや，そのこともあって何らかの制約の中でそれらの活動へと動機づけられて
いるという点がむしろ重要である．たとえば，地域では部外者であるために既存の団
体では活動の場所がないという状況の中で，同じ他所から流入した仲間同士として活
動を継続しているとか，仕事に復帰するという道もありうるが，さまざまな理由から
地域での生活を選択せざるをえなかったという事情や，家族に病気や障害を抱えてい
る人がし、たり，親の介護のために外出もままならなかったという経験を持っとか，少
し前の自分と同じように子育てに余裕のない人の手助けをしたいなどの理由が直接の
動機づけになっていた．そこには単に余裕があるとか 能力があるというだけでは説
明できない事情があることを知るべきである．このような意味でも，地域的な状況が
市民活動を生み出す背景に存在していることを確認しておきたい．
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施設や制度との関連
市民活動を考えるとき，個人の力に負う部分や個性あるリーダーの存在の大きさを
感じることは多い．しかしながら，それ以上に市民活動がさまざまな制度や政策との
関連で生まれたり，維持されていることに改めて気づかされる．かつてのコミュニテ
ィ政策は，そのような施設や活動への援助を充実させることで，市民の活動を活発化
させようとしてきた．社会教育関係の施策も，住民に学習の機会を与えるととで住民
自らが自主的に学んでいく団体の結成を促すと同時に，それらが利用できる施設を整
備してきた．ここでの市民活動団体の結成の経緯と活動状況をみるかぎり，このよう
な外部からの何らかの働きかけが非常に大きな意味を持っていることが確認できる．
まず，指摘すべきは，川崎市の市民館，横浜市の地区センターなどの公共施設がは
たす役割である．今回対象となった市民活動団体の多くが，何らかのかたちでこれら
の公共施設との関わりをもっていた．活動場所の提供を受けたり，何らかの補助を得
ていたり，あるいは当該施設の活動と何らかのかたちで連携をしていたり，さらには
施設の整備自体に影響力をもった場合もある．保健所や医療機関などその施設が担当
する職務との関連で，直接間接に職員からの働きかけを受けたことがきっかけで展開
した活動も多い．
同様に，行政による何らかの政策の展開が関連をもっ場合もある．今回の事例では
川崎市がコミュニティ政策として取り組んでいる f区づくりプランJないし「区づく
り白書」の施策にもとづく動きと何らかの関わりをもっ市民活動が見られた．また，
川崎市の外国人市民代表者会議や横浜市の国際交流ラウンジなどに見られる政策展開
も，さまざまな市民活動との関連をもたらしている．もちろんそれらは必ずしも肯定
的な関わりだけとは限らないが，何らかの影響が見られることは確かである．
ただし，このような外部からの影響は必ずしも行政だけによるものではない．社会
福祉協議会や生活協同組合，労働組合，新生活運動協会など，様々な団体や活動の経
験から直接間接の影響を受けて，住民運動や市民活動が立ち上がってくるのである．
この意味で横浜市と川崎市におけるこれまでの行政のあり方だけではなく，この地域
にこれまで労働組合運動や生活クラブ生協などの運動の蓄積があったことが大きな意
味をもっていたと考えることもできょう．
行政との距離の取り方
さて，上のような事情を考えたとき，市民活動がとりわけ行政との問でどのような
距離の取り方をするかということが，きわめて重要な論点として浮かび上がってくる．
この点で興味深いのは，比較的長い活動の歴史をもっ団体やいわゆる運動団体に関わ
ってきた人々 と最近になって活動を始めた団体とで，若干の温度差があることである．
このことは特に比較的長い間活動をしてきた団体の側から，最近の活動団体にたいす
る感想として述べられることが多かった．つまり，自分たちは行政にたいして常にあ
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る種の要求をしてきたととろがあるが，最近の人たちはあまりそういうところがなく ，
行政からすれば扱いやすいところがあるのではなし、かという意見である．しかしこれ
はあくまでそちらの側から見た場合の感想であり，だからといって他方の側の団体が
行政に無批判的だというわけではない．われわれの調査での印象では，そのような団
体は行政との関係を最初からあまり重視しておらず，特に依存しているとも，頼って
いるとも考えることなく むしろ自分たちのできることをできるように，行政とは特
に関わりなく，やっているにすぎないという意識が強いように恩われた．
このような活動形態や意識の違いには，これまでの行政と市民活動との関わりの歴
史的な変遷という問題が伏在しているように思う． 一部の団体が明確に意識している
ように，戦後の社会教育行政の展開や革新自治体の住民対応の中には，新しい市民の
活動を育て支援していこうとする流れが確かに存在した．しかしながら，そのように
して台頭してきた市民活動の要求を受けて施設建設などを行っていくうちに，財政的
な制約を意識せざるをえないようになった結果，すべての住民要求にこたえるわけに
はいかなくなり，何らかの行政的な誘導や住民自らが負担を引き受けるような方向へ
と行政と市民活動の関わりを転換せざるをえなくなっていったのである．その結果，
ある時期から行政は市民活動への対応の仕方を変えていった経緯がある．住民運動の
時代以降，行政への権利要求を主とした活動の経験をもっ市民にとっては，コミュニ
ティとか，パー トナーシップという形で市民との連携を模索する行政のあり方が，な
にやらうさんくさく映るのは無理のないことであろう．また，行政の側でも何かと要
求を突きつけてくる市民を知らず知らずのうちに疎んじる傾向がないとはいえまい．
しかしここで重要なのは，長く活動してきた市民の中にも，最近になって活動を始め
た市民の中にも，行政との関係のあり方を新しく転換していこうとする動きが，確か
に存在するということである．
市民の側からのパートナーシップへの要求
今回の調査研究の課題として，昨今行政サイドからさかんに提起されている住民と
行政の協働ないしパートナーシップという考え方に対応するような市民サイドの動き
がはたして見られるのかという論点が存在した．この点についても，今回の事例の中
にたいへん興味深い指摘がいくつか見られたように思う．
ひとつは，この地域であるからこのような活動をしているので、あって，同じ活動を
他所にも広めていきたいという気持ちはないという考え方が出てきている点である．
他の地域の人がその地域に適したやり方で、同様の活動をやっていこうというならば，
こちらとしてお手伝いできることがあるかもしれないが，他所の地域に自分たちの支
店を出すという発想、はないというのである．このような活動のスタイルは，徹底的に
自分たちの手のとどく範囲内に自分たちの活動を留めておくという点で，実は新しい
ものである．この団体が活動の発想をえた生活クラブ生協も，従来までの労働組合な
どの運動も，地域に根ざすということは常に言われてきたが，その地域でしかできな
97 
いことに固執しようとはしなかった．それは，場合によっては運動としての広がりを
もたない，自閉的な傾向として非難されかねない考え方で、あった．しかし，このよう
な言明の裏側には，自分たちの手の届く範囲のことは自分たちで解決するのであって，
誰の助けも必要としないし，誰の指図も受けないという堅い決意が感じられる．考え
ようによってはこれとそが分権であり，自治であるのかもしれない．他に同様の発想
で地域的な守備範囲を意識的に限定している団体がいくつか見られたように思う．そ
してそのような守備範囲の限定があるからこそ，ここまでは自分たちが責任をもち，
ここからは行政など他の主体が責任をもつべきであるという協働の考え方が成り立つ
のである．この意味で，確かに市民の側にもパートナーシップが求められる根拠が生
まれつつあるといえよう．
さらに，今回の事例の中には自らの活動を事業化していこうとする団体や発想が少
なからず見られた．自らの活動の公的性格を強調して行政からの委託を引き出すだけ
ではなく，直接企業に働きかけたり，会員や対象者から何らかの費用負担を引き出す
ことで活動の財政的基盤を固めようとする試みが見られた．また，自分たちの活動の
成果物を十分に有償で配布できるだけの実績を上げている団体もあった．これもまた
市民活動においては非常に新しい傾向である．そこでもまた自分たちの事業が，企業
や行政とは違った特長を持つものであり，それゆえ自分たちがやるべきこと，やれる
ことはしっかりとやって，できないことは他に要求していくという本当の意味での分
権と役割分担への用意が育ちつつある．そのような対等の意味での協働は，ハンデ、イ
キャッフ。を持った人々や文化や国籍の違う人々をも含めて，構想されつつある．
もちろん，これらの点はわれわれがそのような観点から評価しているだけのことで
あって，当事者によってそのように位置づけられ，計画的に取り組まれているもので
はなし、かもしれない． しかしながら，少なくとも市民との協働やパートナーシップを
政策として提起する側は，このような市民の動向を知るべきであろう．そこには確か
にそのような提案がなされるだけの根拠は存在しているが，はたして行政が想定して
いるような性質のものであるかは議論の余地がある．少なくとも市民の側には，この
部分については自分たちがやるので任せてほしい，この点は行政の役割だと明快に判
断するだけの経験や見識が蓄積されつつある．公共的なサービスに関する役割分担の
適正なあり方は最終的には行政が判断するなどという考え方では，もはやこのような
市民団体との協働はむずかしいだろう．今回，市民の側でのこの意味での成熟が確認
できたわけである．
市民の活動や運動の地域的な蓄積ということ
最後に，全体を通して改めて感じるのは，市民の様々な活動や運動が特定の地域と
いう空間に歴史的に蓄積してきているという事実である．この地域が市民活動のさか
んな地域として知られてきた背景には，確かに最初に述べたように，現在この地域に
様々な問題が散在し，その解決に乗り出そうという担い手がいるという地域的状況も
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あるが，この辺り一帯が古くからの工業地帯として全国から若者を労働者として受入
れてきたという歴史を持っていること 工業地帯であるがゆえに発生した公害病の被
害という問題を抱えていたこと，必ずしも最初からその患者たちの運動に共感を示し
たわけではないが，そこには労働者の町として労働組合の運動と組織が存在していた
こと，さらには急激な人口の流入に商業施設の立地が追いつかなかったことを背景に
早くから地域生協の活動が定着していたこと，戦前からの事情もあって在日韓国・朝
鮮人の集住地域を抱えていたこと，それらが横浜市や）｜崎市における様々な地域施設
の整備や社会福祉協議会の活動を生み出してきたこと，等々の歴史的事情が存在して
いる．このような意味での地域における住民活動の歴史的な蓄積が，たとえ明確な脈
絡が存在しないとしても，陰に陽に次の時代の様々な市民活動を促したり，成立に有
利な条件として作用していることは，十分に考えられることである．
もちろん，それらの蓄積が常に問題なく継承されていたり，十分に生かされている
というわけではない．今回の事例の中にも互いに連携を取るなり，経験を交流するこ
とで，それぞれの活動に新しい展開が生まれると恩われるものがいくつか見られた．
また，とりわけ女性の市民活動の進め方に世代的な性格の違いがあって，思うように
活動が連携してし、かないという傾向があるようである．さらに，川崎市の場合は北部
と南部の活動がし1かにして連携していけるのかが，やはり大きな課題となっている．
しかし，それでもこの地域周辺に歴史的に様々な住民の活動や運動が蓄積してきた
ことは確かであり，そのことが何らかの財産になって現在の活動に引き継がれている
ことは否定できない．今回はいくつかの市民活動団体の事例から，そのことの大まか
な動向が確認できたにすぎないが，今後はこの地域の住民構成やその社会的な形成過
程，それと関連する自治体政策の展開などを含めて，大都市の社会経済システムの再
編に関する考察を深めていきたいと考えている．
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